
旧黒須銀行保存活用計画（素案）　計画構成 指定文化財の価値を損なわず、できる限り明治から大正
時代の姿に復元＝指定文化財にふさわしい復元

活用のために必要な設備は増築部分を中心に設ける
＝活用に必要な設備の整備

保存・修理計画

活用計画

財源計画

指定文化財としての価値を残しつつ、安全のために必要
な補強や設備を設ける＝安全のための整備

活用方法の充実のため、倉庫跡地についても整備する
＝活用方法充実のための整備

「旧黒須銀行」ならではの良さを活かしていく
＝特色を活かした活用

地域に開かれ、幅広い世代に親しまれる場所にしていく
＝地域に開かれ幅広い世代に親しまれる場の創出

地域を回遊し、滞留できる環境の整備により、賑わいの
創出につなげていく＝賑わいの創出

基本方針

計画の実現に向けて

所管

運営組織

建物の認知・理解度の向上

活用への具体的な検討

管理運営

黒須銀行とそれを取り巻く歴
史を伝え、地域の魅力として
誇りに思える施設にする。

明治期の蔵造りの銀行建築を
活かし、明治・大正の雰囲気
を感じられる施設にする

周辺の魅力あるものと一体的
に活用し、地域の活性化やシ
ティーセールスにつなげる施
設にする

建物を取り巻く景観の改善

新たな財源として、様々な収入の手段を検討・実施する
とともに、積み立てる仕組みづくりを検討していく
＝公費に加える新たな財源の創出

一般公開

展示

イベント

貸出
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